
（法第２８条第１項関係様式例） 

 

2016年度事業報告書 

 

  2016年 4月 1日から 2017年 3月 31日まで 

 

特定非営利活動法人 ホームレス支援全国ネットワーク 

 

１ 事業の成果 

  当法人は、全国各地で活動するホームレス支援等を行う団体のネットワーク組織として、会

員団体との連携のもと、ホームレスに対して社会的処遇の改善や安定した就労の場の確保等の

自立支援に関する事業に取り組んでいる。 

  1 以前から継続的に行っている事業は以下のとおりである。 

(1) 全国各地の当事者からの相談連絡を受けて現地の団体にリファーするＳＯＳ対応を１

５件対応した。 

(2) ホームレス支援活動の担い手を育成する「伴走型支援士講座」を札幌、大阪の２回実

施し、併せて８６名が受講した。また、伴走型支援の理論及び手法を体系的に整理し、人

材育成プログラムとしてより実効性の高い内容に改訂するための検討委員会を設置し、１

１回の会合を行った。この会合をもとに改訂されたテキストに基づいて１月に講座を実施

することで、人材育成プログラムとしての効果検証を行った。 

  2  2016年度は、特に、４月の熊本地震の発災を受け、熊本県に限らず東日本大震災の被災地

に対する被災者支援の活動を現地の団体と連携して行った。さらに、2017年 8月に「ホーム

レス自立支援特別措置法」が失効することを見すえ、法律の延長に向けて厚生労働省等の関

係機関へ働きかけを行い、法律の期限延長を求めた。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

定 款 の 事 業 名 ホームレス状態にある人々に対する応急援護支援に関する事業 

事 業 内 容 

①公益財団法人共生地域創造財団（宮城県）との連携による震災支援 

②よか隊ネット（熊本）との連携による震災支援 

③３１１受入全国協議会との連携による震災支援 

実 施 日 時 通年 

実 施 場 所 全国各地 

従 事 者 の 人 数 多数 

受益対象者の範囲及び人数  多数 

支 出 額 ( 千 円 ) ５００千円 



 

定 款 の 事 業 名 

・ホームレス状態にある人々への相談事業 

・ホームレス状態にある人々に対する就労支援に関する事業 

・ホームレス状態にある人々に対する住宅確保支援に関する事業 

・地域生活の継続を支えるためのアフターケアに関する事業 

事 業 内 容 

【ホームレス当事者からのＳＯＳ対応】 

困窮状態にある当事者からメールや電話を介してＳＯＳ連絡があった

場合に、現地の支援団体にリファーした。 

【年末年始の全国支援一覧の作成】 

東京の団体と連携して、ホームレス当事者にとって特に支援が必要と

なる年末年始の時期に、対応可能な団体の窓口の情報を収集、整理し

てWeb上に公開した。 

実 施 日 時 通年 

実 施 場 所 全国各地 

従 事 者 の 人 数 １３名 

受益対象者の範囲及び人数  １５名 

支 出 額 ( 千 円 ) １，７６５千円 

 

定 款 の 事 業 名 ホームレス状態にある人々の実情把握のための調査研究事業 

事 業 内 容 

【ホームレス支援を担う人材の育成プログラムの調査研究事業】 

ホームレス支援の現場から生まれた「伴走型支援」という手法を支援

理論として体系的に整理し、実際にその講座を開設してレクチャーを

行い、さらにその効果を検証することで、人材育成プログラムとして

の実効性を高める。 

実 施 日 時 通年 

実 施 場 所 全国各地 

従 事 者 の 人 数 多数 

受益対象者の範囲及び人数  多数 

支 出 額 ( 千 円 ) １０，０４４千円 

 

定 款 の 事 業 名 ホームレス状態にある人々の社会的処遇改善に資する広報・啓発事業 

事 業 内 容 

【情報発信事業】 

・会員向け情報発信サービスを週に１回定期的に行っているが、メー

ルの配信先を、加盟団体の代表メールアドレスに限らず、一団体１０



名以内の個別アドレスにも配信できるようにした。 

・ホームページの拡充を行った。 

【政策提言事業】 

・生活困窮者自立支援法や居住支援に関する政策提言のため検討チー

ムを設置し、９月６日に会議を実施した。 

・ホームレス自立支援法の延長に向けて、８００名あまりの賛同署名

集めなどの活動を行った。 

実 施 日 時 通年 

実 施 場 所 法人事務局 

従 事 者 の 人 数 多数 

受益対象者の範囲及び人数  多数 

支 出 額 ( 千 円 ) ７１６千円 

 

定 款 の 事 業 名 ホームレス支援団体間のネットワーク・共同事業の推進事業 

事 業 内 容 

【関係団体支援事業】 

①総会記念講演会 

日時：２０１６年５月２７日１７時～１８時 

会場：東京 

テーマ：生活困窮者自立支援について 

講師：厚生労働省社会・援護局地域福祉課生活困窮者自立支援室長 

   本後 健氏 

【人材育成事業】 

各地の関係団体の支援体制の強化および人材育成のため、研修会を実

施した。 

①第１０回伴走型支援士２級認定講座 

 期間：１２月９日～１１日 

 場所：札幌市 

 受講者：４３名 

 協力：NPO法人北海道生活困窮者支援センター 

②伴走型支援市民ボランティア養成講座 

 期間：１２月２１日～２２日 

 場所：熊本市 

 受講：２０名 

 協力：NPO法人でんでん虫の会 

実 施 日 時 ５月２７日、１２月９～１１日、１２月２１～２２日 

実 施 場 所 東京・札幌市・熊本市 



従 事 者 の 人 数 多数 

受益対象者の範囲及び人数  多数 

支 出 額 ( 千 円 ) ３，６９５千円 

 


